
❶
成
長
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
企
業
立
地
の
推
進
で
は
、製
造
業
や
オ
フ
ィ

ス
系
企
業
の
新
た
な
誘
致
に
向
け
、
関
係
機

関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
企
業
誘
致
活

動
を
強
力
に
展
開
し
ま
す
。

　
観
光
振
興
で
は
、「
世
界
で
最
も
美
し
い
湾

ク
ラ
ブ
」に
加
盟
認
定
さ
れ
た
西
海
国
立
公
園

九
十
九
島
の
ブ
ラ
ン
ド
効
果
を
活
用
す
る
と

と
も
に
、
国
内
の
4
つ
の
加
盟
湾
や
ハ
ウ
ス
テ

ン
ボ
ス
と
連
携
し
た
観
光
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
日
本
遺
産
で
あ
る
三
川
内
焼
・
佐

世
保
鎮
守
府
や
世
界
遺
産
の
構
成
資
産
で
あ

る「
黒
島
の
集
落
」等
の
観
光
ブ
ラ
ン
ド
を
生

か
し
た
滞
在
周
遊
型
観
光
な
ど
を
官
民
一
体

で
推
進
し
ま
す
。

　
ク
ル
ー
ズ
船
に
つ
い
て
は
、「
佐
世
保
港
ク

ル
ー
ズ
船
ウ
ェ
ル
カ
ム
協
議
会
」に
お
い
て
取

り
組
み
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
ク
ル
ー
ズ

船
の
観
光
バ
ス
予
約
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
渋
滞
緩
和
な
ど
を
図
り
ま
す
。

　
「
海
風
の
国
」佐
世
保
・
小
値
賀
観
光
圏
で

は
、
新
た
に
開
設
す
る「
江
迎
観
光
地
域
づ

く
り
拠
点
施
設
」の
活
用
な
ど
を
図
り
ま
す
。

ま
た
西
九
州
さ
せ
ぼ
広
域
都
市
圏
の
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
を
活
用
し
た
観
光
客
動
態
分
析
や
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
な
ど
を
実
施
し
国
内
外
か

ら
の
観
光
客
誘
致
と
周
遊
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
「
ま
ち
な
か
」の
活
性
化
で
は
、「
Ｓ
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ｂ
Ｏ
ま
ち
元
気
協
議
会
」や
ま
ち
づ
く
り
組

織「
さ
せ
ぼ
ラ
ボ
」、若
手
事
業
者
と
地
域
住

民
と
の
共
同
に
よ
る「
万
津
６
区
」な
ど
、
民

間
主
体
の
取
り
組
み
が
充
実
し
つ
つ
あ
り
、

そ
れ
ら
と
連
携
し
て
ま
ち
な
か
の
魅
力
向
上

や
回
遊
性
を
高
め
る
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
特
産
品
で
は
、
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
て

い
る
三
川
内
焼
や
、
世
知
原
茶
、
九
十
九
島

と
ら
ふ
ぐ
な
ど
の「
さ
せ
ぼ
産
品
」の
情
報
発

信
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
西
九
州
さ

せ
ぼ
広
域
都
市
圏
に
よ
る
共
同
物
産
展
の
開

催
な
ど
に
よ
り
、
市
内
外
に
お
け
る
認
知
度

向
上
と
販
売
額
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

　
農
林
水
産
業
で
は
、
世
知
原
茶
な
ど
の「
さ

せ
ぼ
産
品
」に
加
え
、
西
海
み
か
ん
、
長
崎
和

牛
な
ど
の
さ
ら
な
る
品
質
向
上
や
生
産
量
の
維

持
・
拡
大
の
た
め
、
生
産
基
盤
の
整
備
な
ど
の

取
り
組
み
を
進
め
、産
地
力
強
化
に
努
め
ま
す
。

　
市
町
村
別
漁
獲
量
で
県
内
１
位
、
全
国
で

も
２
位
の
漁
獲
量
を
誇
っ
て
い
る
水
産
業
で

は
、
沿
岸
漁
業
の
推
進
を
図
る
た
め
、
資
源

増
産
等
の
取
り
組
み
を
行
い
、
漁
獲
量
の
安

定
に
努
め
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、
本
制
度
の
趣
旨
を

踏
ま
え
つ
つ
、
魅
力
あ
る
特
産
品
や
観
光
商

品
な
ど
の
返
礼
品
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
数
増
加

な
ど
に
よ
り
好
調
な
観
光
業
や
設
備
投
資
の

増
加
が
見
ら
れ
る
製
造
業
な
ど
が
け
ん
引
役

と
な
っ
て
、地
域
経
済
は
こ
の
5
年
間
で
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
低
迷
か
ら
脱
し
緩
や
か

な
回
復
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

一
方
で
は
、
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
お
り
、

労
務
費
や
原
材
料
費
な
ど
生
産
コ
ス
ト
の
上

昇
に
よ
る
採
算
悪
化
や
消
費
税
率
の
引
き
上

げ
に
よ
る
消
費
に
及
ぼ
す
影
響
な
ど
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
財
政
状
況
は
人
口
減
少
や
税
収
等

の
減
少
に
加
え
、
高
齢
化
の
進
展
や
少
子
化

対
策
・
子
育
て
支
援
対
策
等
に
伴
う
社
会
保

障
関
係
費
の
自
然
増
、
公
共
施
設
の
維
持
管

理
・
施
設
更
新
経
費
の
増
加
な
ど
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
増
大
に
よ
り
大
幅
な
財
源
不
足
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
収
支
不
足
に
つ
い

て
は
、
第
6
次
佐
世
保
市
行
財
政
改
革
推
進

計
画
・
後
期
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
業
務
の
改
革

改
善
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
で
解
消
し
、
健

全
な
財
政
運
営
を
維
持
し
た
上
で
、行
政
サ
ー

ビ
ス
の
安
定
的
な
提
供
を
図
り
ま
す
。

　
第
7
次
佐
世
保
市
総
合
計
画
に
つ
い
て
は
、

人
口
減
少
の
局
面
で
あ
る
一
方
で
、
未
来
の

佐
世
保
市
を
形
作
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
が
訪

れ
て
い
る
こ
と
を
念
頭
に
、
変
革
に
挑
戦
す

る
と
い
う
観
点
か
ら
策
定
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
の
成
長
を
け
ん
引
し
、
雇
用

を
多
様
化
さ
せ
、
人
を
呼
び
込
む
た
め
の
8

つ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
引
き

続
き
取
り
組
む
ほ
か
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
見
直
し
や
立
地
適
正
化
計
画
の
策

定
に
着
手
し
、
三
浦
地
区
み
な
と
ま
ち
づ
く

り
計
画
に
お
け
る
公
有
財
産
の
有
効
活
用
や

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
へ
の
対
応
な
ど

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
本
年
1
月
に
連
携
協
約
を
締
結
し
た「
西
九

州
さ
せ
ぼ
広
域
都
市
圏
」に
つ
い
て
は
、
農
水

産
物
等
の
特
産
品
販
路
拡
大
事
業
や
広
域
圏

サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
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２
月
26
日
、
3
月
定
例
市
議
会（
会
期
は
3
月
20
日
ま
で
）が
開
か
れ
、
朝
長
市
長
が
平
成
31

年
度
の
施
政
方
針
や
当
初
予
算
案
な
ど
の
提
案
理
由
を
説
明
し
ま
し
た
。
本
市
の
ま
ち
づ
く

り
の
根
幹
と
な
る「
8
つ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」や「
3
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」、
当
初
予
算
案
の
概
要
な
ど
を
抜
粋
、
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

施
政
方
針

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

近
年
の
市
政
動
向
ト
ピ
ッ
ク
ス

平
成
31
年
度  

施
政
方
針 

当
初
予
算

成
長
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連

名
切
地
区
再
整
備

ま
ち
づ
く
り
構
想
を
策
定
し
、
旧
花
園
中

学
校
跡
地
活
用
事
業
と
し
て
私
立
小
中
学

校
開
校
の
提
案
を
選
定

俵
ヶ
浦
半
島
開
発

つ
く
も
苑
跡
地
に
つ
い
て
県
の
工
業
団
地

か
ら
観
光
公
園
へ
整
備
方
針
を
転
換
し
工

事
に
着
手

企
業
誘
致

市
営
工
業
団
地「
ウ
エ
ス
ト
テ
ク
ノ
佐
世

保
」が
完
売
、
国
内
有
数
の
企
業
誘
致
に
成

功
し
１
２
０
０
人
を
超
え
る
雇
用
創
出

国
際
ク
ル
ー
ズ

国
際
旅
客
船
拠
点
形
成
港
湾
の
指
定
を
国

か
ら
受
け
、
三
浦
地
区
と
浦
頭
地
区
で
年

間
３
９
５
回
の
寄
港
・
百
万
人
の
誘
客
に

向
け
た
体
制
整
備
を
実
施

特
定
複
合
観
光
施
設（
Ｉ
Ｒ
）の
誘
致　

昨
年
７
月
に
Ｉ
Ｒ
整
備
法
が
成
立
し
長
崎

県
と
と
も
に
基
本
構
想
を
策
定

基
地
と
の
共
存
共
生

前
畑
弾
薬
庫
の
移
転
・
返
還
に
向
け
た
前

畑
弾
薬
庫
跡
地
利
用
構
想
を
策
定
、
長
年

の
懸
案
で
あ
っ
た
前
畑
崎
辺
道
路
の
事
業

化
を
実
現

九
十
九
島
認
知
度
向
上

「
世
界
で
最
も
美
し
い
湾
ク
ラ
ブ
」に
加
盟
、

「
黒
島
の
集
落
」の
世
界
遺
産
登
録

英
語
が
話
せ
る
街

モ
デ
ル
地
区
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち
の
学
習

の
場
を
開
設
し
、
英
語
シ
ャ
ワ
ー
事
業
や
全

て
の
市
立
中
学
校
に
お
け
る
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
学
習
体
制
を
構
築

安
全
安
心
な
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

災
害
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
救
急
搬

送
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
の
運
用
、
犯
罪
被
害

者
等
支
援
条
例
の
制
定

地
域
の
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
推
進
条
例
の
制

定
、
市
内
全
27
地
区
で
の
地
区
自
治
協
議
会

の
設
立
、
予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー
等
の
運
行

そ
の
他

総
合
病
院
の
地
方
独
立
行
政
法
人
化
、
避
難

行
動
要
支
援
者
の
名
簿
化
、
手
話
言
語
条
例

の
制
定
、
子
ど
も
の
福
祉
医
療
費
の
対
象
者

拡
大
、
西
九
州
自
動
車
道
４
車
線
化
の
工
事

着
手

本市の社会・経済状況の変化
有効求人倍率
　1.14（26 年度）
　➡ 1.51（29 年度）
宿泊観光客数
　153 万人（25 年度）
　➡ 167 万人（29 年度）
新規学卒者の市内就職率
　29.8%（25 年度）
　➡ 31.0%（29 年度）
税収
　289 億円（27 年度）
　➡ 295 億円（29 年度）

新
し
い
時
代
に
つ
な
ぐ
市
政
を

新
年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ
る
朝
長
市
長
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❷
安
全
・
安
心
な
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
市
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
、
地
域

防
災
力
の
向
上
な
ど
を
目
的
と
し

て
、
総
合
防
災
訓
練
を
は
じ
め
原
子

力
施
設
、
原
子
力
艦
船
の
原
子
力
災

害
を
想
定
し
た
訓
練
、
ミ
サ
イ
ル
飛

来
を
含
む
武
力
攻
撃
事
態
を
想
定
し

た
訓
練
を
実
施
し
、
併
せ
て
、
各
地

域
に
お
け
る
地
域
型
防
災
訓
練
に
対

す
る
支
援
も
行
い
ま
す
。

❸
地
域
の
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
支

援
・
活
性
化
で
は
、「
佐
世
保
市
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
推
進
条

例
」な
ど
に
基
づ
き
、
地
区
自
治
協

議
会
の
支
援
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
町
内
会
の
活
性
化
や
運
営
し
や

す
い
町
内
会
づ
く
り
な
ど
を
目
的
と

し
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

市
内
全
27
地
区
で
設
立
さ
れ
た

地
区
自
治
協
議
会
の
活
動
拠
点
と

な
っ
て
い
る
地
区
公
民
館
に
つ
い
て

は
、
従
来
の
公
民
館
機
能
を
維
持
し

つ
つ
、
地
域
で
活
動
す
る
団
体
の
皆

さ
ま
が
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
各
種

活
動
に
柔
軟
に
活
用
で
き
る
よ
う
社

会
教
育
施
設
の
枠
を
超
え
た
施
設
へ

の
移
行
を
目
指
す
と
と
も
に
、
そ
の

管
理
運
営
は
特
定
目
的
法
人
を
運
営

主
体
と
す
る
こ
と
で
進
め
て
い
き
ま

す
。

　
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
一
環

で
あ
る
交
通
不
便
地
区
対
策
で
は
、

地
域
・
事
業
者
・
行
政
で
支
え
る
予

約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー
等
を
中
心
と
し

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

地
域
に
お
け
る
新
た
な
交
通
手
段
と

し
て
安
定
的
な
運
行
を
維
持
す
る
と

と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
・
検
討

の
結
果
を
踏
ま
え
た
新
た
な
対
策
手

法
の
方
針
を
策
定
す
る
な
ど
、
交
通

不
便
地
区
の
解
消
に
努
め
ま
す
。

　
本
市
の
水
源
不
足
の
抜
本
的
解
決

策
と
し
て
事
業
主
体
で
あ
る
長
崎
県

を
中
心
に
事
業
実
施
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
付
け
替
え
県
道
工
事
に
つ

い
て
は
道
路
の
形
状
も
確
認
で
き
る

な
ど
、
着
実
な
進し

ん
ち
よ
く捗が

図
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

昨
年
は
７
月
の
豪
雨
以
降
ま
と

ま
っ
た
雨
に
恵
ま
れ
ず
、
渇
水
対
策

本
部
を
設
置
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

節
水
ご
協
力
の
呼
び
掛
け
を
行
い
ま

し
た
が
、
小
佐
々
地
区
で
は
今
も
継

続
し
て
節
水
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
昨
今
の
気
象
状
況
を
鑑
み

れ
ば
、
い
つ
渇
水
に
な
る
と
も
知
れ

ず
、
事
業
の
緊
急
性
が
高
ま
っ
て
き

て
お
り
、
何
と
し
て
も
石
木
ダ
ム
の

早
期
実
現
を
達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
的
な
課
題
で
あ
る
水

道
施
設
の
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て

も
、
今
後
本
格
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
既
存
ダ

ム
の
更
新
・
改
修
を
安
全
に
行
う
た

め
に
は
、
新
た
な
水
源
を
確
保
し
た

上
で
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
何
と
し

て
も
石
木
ダ
ム
に
よ
る
水
源
確
保
を

早
期
に
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
お
り
、
長
崎
県
と
連
携
し

て
事
業
推
進
に
当
た
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
「
新
返
還
６
項
目
」の
一
つ
で
、
基

地
政
策
の
最
重
要
課
題
で
あ
る「
前

畑
弾
薬
庫
の
移
転
・
返
還
」に
つ
い

て
は
、
平
成
23
年
１
月
の
日
米
合
同

委
員
会
合
意
か
ら
既
に
８
年
が
経
過

し
て
い
る
も
の
の
、
具
体
に
至
っ
て

い
な
い
と
い
う
感
が
否
め
な
い
と
こ

ろ
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
弾
薬
庫
の
移

転
・
返
還
を
よ
り
強
力
に
推
し
進
め

る
た
め
、昨
年
３
月
に
策
定
し
た「
前

畑
弾
薬
庫
跡
地
利
用
構
想
」に
よ
り
、

本
市
に
お
け
る
効
果
的
な
跡
地
利
用

の
考
え
方
を
示
す
こ
と
で
、
一
日
も

早
い
移
転
・
返
還
を
望
ん
で
い
る
市

民
の
切
実
な
思
い
や
気
運
の
高
ま
り

を
強
く
印
象
付
け
な
が
ら
、
引
き
続

き
、
国
へ
強
く
訴
え
て
い
き
ま
す
。

移
転
先
と
な
る
江
上
・
針
尾
地
区
な

ど
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
十

分
に
拝
聴
し
、
で
き
る
限
り
の
負
担

軽
減
と
地
域
振
興
に
努
め
ま
す
。

　
崎
辺
地
区
の
利
活
用
で
は
、
昨
年

３
月
に
陸
上
自
衛
隊
相
浦
駐
屯
地
に

水
陸
機
動
団
が
新
編
さ
れ
、
本
年
３

月
末
ま
で
に
は
、
崎
辺
西
地
区
に
水

陸
両
用
車
部
隊
を
配
備
す
る「
崎
辺

分
屯
地（
仮
称
）」が
開
設
さ
れ
る
予

定
で
す
。

　
崎
辺
東
地
区
で
は
、
米
海
軍
施
設

の
移
設
工
事
の
進
捗
が
図
ら
れ
て
い

る
中
で
、
海
上
自
衛
隊
に
よ
る
利
活

用
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
岸
壁
整
備

等
の
設
計
経
費
が
31
年
度
政
府
予
算

案
に
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
具
体
的
に
自
衛
隊

に
よ
る
崎
辺
地
区
の
利
活
用
に
向
け

た
整
備
が
進
む
中
で
、
地
域
の
交
通

環
境
を
抜
本
的
に
改
善
す
る
た
め
の

前
畑
崎
辺
道
路
の
早
急
な
整
備
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
当
該
道
路
の
本
格
的
な
着
工
に

向
け
て
、
着
実
な
事
業
展
開
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　
今
後
と
も
基
地
と
市
民
と
の
共
存

共
生
の
ま
ち
づ
く
り
に
鋭
意
取
り
組

む
と
と
も
に
、
佐
世
保
港
の
す
み
分

け
が
一
層
進
展
す
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　平成 31 年 3 月議会に提案した当
初予算案（一般会計）は、1253 億
1089 万円で、社会保障関係費の増
への対応やリーディングプロジェク
トなど地域の活性化策への重点配分
に加え、新西部クリーンセンター施
設整備やプレミアム付商品券の販売
といった特殊事情もあり、前年度当
初予算と比較し、6.3%（73.8 億円）
の増となり、過去最大を 5 年連続で
更新しましたが、前述の特殊事情を
除けば、前年度比 0.4% 増の「準骨
格予算」となっています。
　予算案では「8 つのリーディン
グプロジェクト」に関連する 22 事
業に 24 億 8664 万円を計上すると
ともに、これらの一部を含む「佐世
保市まち・ひと・しごと創生総合戦
略」に関連する新規・拡充事業など
56 事業、17 億 2650 万円を計上し、
さらに、西九州させぼ広域都市圏に
係る連携事業として、23 事業に 1
億 576 万円を計上しています。

　また道路や公共施設改修などの生
活関連事業については 31 億 5988
万円を計上しています。

予算編成における改革改善
　予算編成においては、歳入が伸び
ない中、社会保障関係費も伸び続
け、大型事業の本格化など普通建設
事業も増加する中で、サンセット方
式（予算が肥大化しないように期限
を設け、期限後は廃止する方式）に
よる 3 年ごとの 1 件査定を行い、「ム
リ・ムダ・ムラ」の排除、「選択と集
中」を徹底し、改革改善を行いまし
た。このような取り組みにより、歳
出面では事業費ベースで約 17 億円、
一般財源ベースで約 10 億円の効果
を生み出しました。歳入面では約7.5
億円の改革改善効果があり、基金の
活用や税収面などでの改善効果など
もあり、これらの財源を有効に投資
し、地域の活性化に活用しています。

■ =自主財源（自主的に収入できる財源）37.4%
■ = 依存財源（国や県から交付される財源など）62.6%

歳入予算構成比

一般会計

1253 億
1089 万円

市税
23.5%

諸収入
3.9%

繰入金など
10.0%

地方交付税
20.0%

国庫支出金
19.9%

県支出金
7.2%

市債
10.3%

その他
 5.2%

　

石
木
ダ
ム
建
設
事
業

　

基
地
政
策

主な増減理由
◦普通建設事業費の増　67.0 億円

新西部クリーンセンター施設整備事
業費、吉井地区複合施設整備事業費
の増　など

◦物件費の増　12.7 億円
選挙執行費、プレミアム付商品券、
庁内情報化基盤整備事業費の増など

◦扶助費の増　8.1 億円
障がい者自立支援費、私立幼稚園等
運営事業費の増、生活保護費の減　
など

◦人件費の減　 △ 7.2 億円
退職手当負担金の減など

◦積立金の減　 △ 5.2 億円
減債基金、施設整備基金積立金の減　
など

◦貸付金の減　 △ 3.1 億円
中小企業制度融資の減など

歳出予算構成比

一般会計

1253 億
1089 万円

教育費
8.8%

民生費
38.0%

総務費
8.8%

衛生費
16.4%

公債費
8.5%

商工費
5.9%

土木費
     5.4%

消防費
    3.4%

その他
    4.8%

新しい時代へつなぐ予算

崎辺地区利活用関係の位置図

●●

● ● ●

●

●

海上自衛隊
による

利活用計画
（崎辺東地区）

前畑崎辺
道路

佐世保
弾薬補給所

（前畑弾薬庫）

陸上自衛隊
崎辺分屯地
（仮称）

（崎辺西地区）

港小学校
崎辺中学校

佐世保みなと IC

佐世保駅

西九州
自動車道

施政方針当初予算
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俵ヶ浦半島では、住民主体の地域づ
くりを支援する「俵ヶ浦半島地域振
興」と、つくも苑跡地における体験型
の観光公園「俵ヶ浦半島公園（仮称）」
の整備という２つの取り組みについて、互いに連携を図り
ながら事業を推進しています。「俵ヶ浦半島地域振興」は、
地域住民による地域活性化のモデルになるよう引き続き支
援を行います。「俵ヶ浦半島公園（仮称）」整備は、クルー
ズ船観光客などの受け入れも視野に入れ、浦頭地区におけ
る国際クルーズ拠点整備のスケジュールを見据えながら、
2020 年度中の供用開始に向けた着実な進捗を図ります。
31 年度は園路や駐車場の整備を進めることとしています。
◦俵ヶ浦半島公園（仮称）整備事業　3 億 7492 万円
◦地方創生推進事業　1735 万円

中央公園から旧花園中学校に至る一帯について、土地
利用の基本的な方針を定めた「名切地区まちづくり構
想」に基づき、公共施設のリニューアルや跡地活用に
取り組みます。中央公園については、中心市街地のに
ぎわい創出の拠点や自然環境を生かした公園になるよ
う官民連携手法（Park-PFI など）を用いたリニューア
ルを実施します。整備に当たり、子どもの屋内遊び場
や屋外広場（イベントスペース）など、市に不足する
機能の導入も図ることとしています。31 年度は事業
者の公募に着手し、具体的な整備内容を決定します。
◦中央公園整備
　全体事業費　約 12 億円
　整備期間　　2020 ～ 2021 年度
　供用開始　　2022 年 4 月

07

三浦岸壁の延伸が昨年 7 月に完了し、最大 16 万トン
級のクルーズ船の受け入れを行っており、今後も佐世
保港の認知度向上を図っていきます。浦頭地区クルー
ズ船の拠点整備については、国土交通省や連携する
カーニバルコーポレーションと一体となった港湾施
設の整備を進めていきます。
◦佐世保港国際クルーズ拠点形成事業
　事業期間　平成 29 ～ 31 年度
　供用開始　2020 年 4 月予定
◦事業区分
　・国土交通省➡岸壁、泊地整備
　・佐世保市➡臨港道路整備、駐車場舗装など
　・カーニバル社（クルーズ船社）➡旅客ターミナル整備

新たな企業誘致の成功に向け、自動車関連企業、産業
機械関連企業、オフィス系企業を重点的に、トップ
セールスも含め年間 1,000 件の企業訪問を目標とし、
強力に誘致活動を展開していきます。また、立地企業
7 社に企業立地奨励金を交付するとともに、市営佐世
保相浦工業団地の本年 10 月の分譲開始に向け、着実
な事業の進捗を図ります。
◦企業誘致活動事業　1178 万円
◦企業立地奨励事業　2 億 989 万円
◦市営佐世保相浦工業団地整備事業　9134 万円
　開発面積　約 11.0ha
　工業用地　約 6.0ha
　総事業費　約 20 億円

俵ヶ浦半島公園イメージ

８つのリーディングプロジェクト

1

1234
名切地区再整備

747 万円

●
●

●

●
●

●
●

●●●

●●●

国道
35 号

名切

佐世保駅方面

大野方面

松浦町

県立武道館

旧花園中学校

旧市民会館

交通公園

旧児童文化館

中央
公園

スポーツ広場 市立図書館

交流・文化
ゾーン

スポーツ
ゾーン

自然レクリエー
ションゾーン

公益利用
ゾーン

●
●

●

●

海きらら

森きらら

三浦岸壁

佐世保港

俵ヶ浦半島
公園（仮称）

つくも苑跡地の観光公園化による
南九十九島エリアの観光周遊性向上

クルーズ船

浦頭地区国際
クルーズ拠点整備

●

俵ヶ浦半島開発
3 億 9227 万円

企業立地・佐世保相浦工業団地整備
3 億 1301 万円

佐世保相浦
工業団地

愛宕山

相浦港

相浦中里 IC

九州電力
相浦発電所

クルーズ船入港体制整備
13 億 476 万円

●

国
道
２
０
２
号
方
面

岸壁
（水深 10m）

泊地
（水深 10m）

浦頭引揚記念
平和公園

旅客
ターミナル

駐車場 臨港道路整備
4 車線化区間

4 車線化
済み区間

5678
特定複合観光施設（IR）誘致

1 億 4484 万円

昨年 7 月の IR 整備法の成立により、IR 区域認定の道
筋が見えてきました。このことから地元経済界、九州
経済界を含めた関係者、関係団体と連携し、ハウステ
ンボス地域への IR 誘致に向けた機運の醸成を図ると
ともに、市民の皆さまの理解を得ながら、申請主体と
なる長崎県とともに、IR 認定区域を勝ち取れるよう
準備を進めていきます。

基地との共存共生
1億 7000 万円

前畑崎辺道路整備事業は、自衛隊による崎辺地区の
利活用が進む中で、地域の交通環境を抜本的に改善
するために必要な道路であることを認識し、早期の
完成に向け、事業の推進を図っていきます。31 年度
は詳細設計、調査、用地買収などの予算を計上して
います。
◦事業期間　2023 年度まで（予定）
◦総事業費　約 60 億円（推定）
◦全体計画延長　約 2,900m

世界で最も美しい湾クラブ
・世界遺産・日本遺産の活用

1 億 3649 万円

世界で最も美しい湾「九十九島」、世界遺産「黒島の
集落」、日本遺産「佐世保鎮守府・日本磁器のふるさ
と肥前・三川内焼」といった、本市が全国、世界に影
響力を持って発信できる観光資源を活用し、PR 展開
と誘客を図ります。
◦九十九島湾モニュメント設置、世界遺産プロモー

ション事業、黒島天主堂保存修理事業、鎮守府開庁
130 年記念事業など

英語が話せる街 佐世保
1780 万円

米海軍が所在する本市の特色を生かし、「佐世保に行
けば英語が話せる」「佐世保に住めば英語が身に付く」
という新しい魅力を作り上げていく事業です。31 年
度は前年度に引き続き、全ての市立中学校における

「Sasebo English Camp」の実施や基礎学力の向上・
学習習慣の定着化などを目的とした「地域未来塾」な
どを実施します。また、官民連携で取り組んでいる「英
語シャワー事業」も事業の拡大に努めます。

浦頭地区クルーズ船の
拠点整備
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日本遺産「佐世保鎮守府」開庁・
佐世保港開港 130 年記念事業

1776 万円

本市の各種イベントと連動してさまざまな記念事業
を実施し、観光 PR・観光客誘致を図ります
◦日本遺産の構成資産の御朱印帳スタンプラリー、

7 月 1 日開庁記念日の記念式典・シンポジウム、
市民対象バスツアー、構成資産ライトアップ、自
衛隊艦船一般公開　など　

島瀬美術センター特別展
「HIROSHIGE 広重展」の開催

1720 万円

本市初となる「広重展」を開催します。歌川広重「東
海道五拾三次」全 55 点を一挙公開するほか浮世絵

（版画）160 点を展示する予定です
◦開催期間 10 月 26 日（土）～ 12 月 8 日（日）

09

31 年度に取り組む事業トピックス

市内中小企業の経営者の高齢化が進む
中、事業継承に際しての資金ニーズに
対応するため融資制度を新設します
◦融資限度額　4000 万円（条件あり）

1 日経営ドック（IT 相談）や IT 人材
の育成支援を行います

「佐世保市健康寿命延
伸推進協議会」と協働
して健康サポートア
プリを活用した「健康
ポイント制度」を開始
します。楽しみなが
ら生活習慣の改善に
つながる環境を提供し、市民の健康
づくりを応援します

消費税率の引き上げが低所得者・子
育て世帯（0 ～ 2 歳児）の消費に与え
る影響緩和と地域における消費喚起
などを目的として発行・販売します
◦額面25,000円（販売額20,000円）　
◦販売期間　10 月～来年 2 月（予定）

学校図書館の学習情報支援センター
としての機能を発揮できるように学
校司書を増員して体制を強化します
◦学校司書　20 人を 23 人に増員

教職員の働き方改革を実現するため
スクールサポートスタッフ 8 人を新
たに配置します

世知原地区公民館体育室と世知原小
学校屋内運動場を建て替え、公民館
講堂と小学校屋内運動場を合築した
複合施設を整備します
2021 年度供用開始予定

吉井地区公民館、吉井支所、福井洞
窟ガイダンス施設（仮称）を合築し、
公民館敷地内に建て替えを行います
公民館、支所
　2020 年 5 月供用開始予定
福井洞窟ガイダンス施設（仮称）
　2021 年春ごろ供用開始予定

老朽化した西部クリーンセンターを
建て替え、効率的で安定した廃棄物
処理を継続します。DBO 方式（公設
民営）での整備を行います
整備費　約 134 億円
整備期間　平成 28 ～ 31 年度
2020 年 4 月供用開始予定

各地区自治協議会が地域の特性に応
じた地区防災計画を自ら策定するた
めに必要な支援を行います。また、

市の指定避難所以外に、地域の避難
所として町内会の公民館等を自主運
営する場合に必要な支援を行います
防災計画策定地区（予定）
　相浦地区、針尾地区

次期総合計画の策定に合わせ、都市
計画マスタープランを見直します。
また、効率的な都市機能集積などを
進める立地適正化計画を策定するた
め研究を進めます
新都市計画マスタープラン
　2018 年度から着手
立地適正化計画
　2019 年度から着手

行政事務の効率化を図るため、RPA
（Robotic Process Automation）
や AI（人工知能）の先進技術を導入
し、2020 年度以降の本格導入に向
けた効果検証を行います

民間ソーシャルメディア「LINE」を
活用し、市政や観光に関することな
ど、さまざまな情報発信を行います
佐世保市公式「LINE」
　2019 年６月運用開始予定

圏域内の農水産物を一括して情報発信
し、国内外で特産品の販路拡大に向けて
取り組みます
情報発信拠点の整備、博多や台湾での消
費拡大イベント開催、圏域内でのバイ
ヤー向け産地ツアー開催など
連携市町　佐世保市、松浦市、川棚町、　
　　　　　新上五島町、伊万里市

科学的なアプローチと専門人材投入によ
る現状分析を行い、ターゲットを明確に
したインバウンドセールスを行うととも
に、佐世保観光コンベンション協会の基
盤整備と機能を強化し、圏域内の周遊観
光を促進します
ビッグデータ等を活用したマーケティン
グ調査、インバウンドセールスのための
専門人材の配置など
連携市町　全 11 市町

地域課題の解決に向けた「九州西部地域
大学・短期大学連合産学官連携プラット
フォーム」と都市圏との連携を促進します
連携市町　全 11 市町

「させぼ移住サポートプラザ」を活用し、
圏域全体に対する移住相談などを受け付
けます。また、民間の移住促進サイトや
SNS を活用し、広域圏サポーターを登録
できる仕組みを構築し情報発信を行います
連携市町　佐世保市、平戸市、松浦市、

西海市、東彼杵町、川棚町、
波佐見町、小値賀町

コンビニ交付割引期間の延長
マイナンバーカード普及のため、
本年 3 月までの期間限定で、住
民票などのコンビニでの交付手
数料を 100 円引きしていました
が、さらなる普及促進を図るため
2021 年 3 月まで延長します

本籍地証明書交付サービスの開始
佐世保市に本籍地があれば、市
外にお住まいの方も「コンビニ交

付」によって戸籍の証明書が取れ
るサービスを来年 1 月までに開
始します

幼児教育・保育の無償化
全世代型の社会保障制度への転
換に向け、消費税増収分を活用し
た「幼児教育・保育の無償化」が
本年 10 月に予定されており、本
市においても適切に対応してい
きます

中小企業融資
（事業継承資金預託金）

1 億円

世知原地区公民館体育室（講堂）
小学校屋内運動場建替事業

1 億 5448 万円

都市計画決定経費
（都市計画決定事業）

4355 万円

日本遺産「佐世保鎮守府」開庁・
佐世保港開港 130 年記念事業

1776 万円

島瀬美術センター特別展
「広重展」の開催

1720 万円

中小企業経営支援事業・
中小企業経営基盤強化事業

187 万円

健康寿命延伸プロジェクト
民間事業者等との連携事業

1200 万円

学校司書配置事業
3712 万円

吉井地区複合施設整備事業
9 億 6392 万円

農水産物等特産品販路拡大事業
2770 万円

広域連携による周遊観光の推進
3700 万円

広域圏サポーターの創出
1527 万円

大学等による地域課題解決
に向けた研究の推進　

210 万円

新西部クリーンセンター
施設整備事業

91 億 9275 万円

先進的 ICT 技術活用企画費
380 万円

市民コミュニティ
情報システム運営費

66 万円

地区防災計画策定推進事業
826 万円

低所得者・子育て世帯向け
「プレミアム付商品券」事業

4 億 9261 万円

スクールサポートスタッフ
配置事業
414 万円

西九州させぼ広域都市圏
関係の主な事業

「西九州させぼ広域都市圏」構成市町
佐世保市、平戸市、松浦市、西海市、東彼
杵町、川棚町、波佐見町、小値賀町、新上
五島町、佐賀県伊万里市、有田町

制度が変わります！


